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 今冬については東京エリア以外も強い寒気の影響などにより、沖縄エリアを除き厳寒
Ｈ１想定を超える需要を記録している。なお、他エリアにおいては、需給ひっ迫に伴う
融通指示を実施するような状況にはなっていない。
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（参考）各エリアの需給実績について（速報値）

※ 厳寒Ｈ１想定の括弧内の数値はＤＲ考慮前の値
※ 需給実績については速報値のため今後変更となる可能性がある

※2018年3月広域機関第25回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会資料参照













 一般送配電事業者（東京PG）は、火力発電や揚水発電等の調整電源を活用してイ
ンバランス補給を実施。

 多量の不足インバランスにより、下池からの復水可能量を上回る上池の水量を使用した。
 このため、揚水発電の抑制や揚水量の確保の観点から東京電力PGは広域的な融通を
要請。広域機関は東京エリアの需給を改善するため、他エリアの一般送配電から東京電
力PGに対して最大263万kWの融通指示を実施した。

 この結果、全日で予備率3%以上を確保することができた。

＜融通実績＞
1月22日
（月）

1月23日
（火）

1月24日
（水）

1月25日
（木）

1月26日
（金）

2月1日
（木）

2月2日
（金）

2月22日
（木）

最大電力
（万kW）

- 150 200 100 137 263 250 202

受電電力量
（万kWh）

- 235
(22～24時)

2919
(0～24時)

686
(17～24時)

2190
(0～24時)

1274
(16～24時)

4576
(0～24時)

1030
(16～22時)

融通元電力 - 東北、中部 北海道、
東北、中部、
関西、中国、
九州

東北、中部、
関西

北海道、
東北、中部、
北陸、関西

北海道、
東北、中部、
関西、

北海道、
東北、中部、
関西

北海道、
東北、中部、
北陸、関西

9注 1月23日、1月25日、2月1日の融通指示は、翌日の1月24日、1月26日、2月2日の予備率改善のために実施

揚水発電と融通指示の状況



 電源Ⅰ´としてDRを8日間計13回使用。
 発動実績の詳細については、現在詳細を確認中。

＜DR発動実績＞
1月22日
（月）

1月23日
（火）

1月24日
（水）

1月25日
（木）

1月26日
（金）

2月1日
（木）

2月2日
（金）

2月22日
（木）

発動回数 1回 1回 2回 2回 2回 2回 2回 1回

発動時間 ・17:00～
20:00

・17:00～
20:00

・9:00～
12:00

・17:00～
20:00

・9:00～
12:00

・17:00～
20:00

・9:00～
12:00

・17:00～
20:00

・9:00～
12:00

・17:00～
20:00

・9:00～
12:00

・17:00～
20:00

・17:00～
20:00
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DRの発動状況



 今冬の厳しい需給状況や広域機関の融通指示に至った要因としては、
１． FIT特例制度①太陽光の予測誤差による不足インバランス発生
２．小売事業者等の不足インバランスの発生
３．火力発電所等固定供給力のトラブル停止
４．寒波に伴う想定を上回る需要増等が複数日継続したことや、前日からの気象予報の変動など

による需要の急増
などが同時に発生した結果、調整力等の供給余力が減少し、厳しい需給状況に至ったものと考
えられる。

 ただし、予測誤差やインバランスデータ、小売事業者の行動等を更に分析する必要があり、電
力・ガス取引監視等委員会や広域機関と連携して、更に詳細な分析を実施し、融通の検証や、
必要な対策の検討を行う。
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注 kWhは揚水発電可能量等を含む

※2018年3月広域機関第25回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会資料参照

厳しい需給状況の要因に関する考察と今後の検討

＜厳しい需給状況や融通指示に至った経緯＞



参考資料
（2018年3月広域機関第25回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会資料）
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５．1月22日～26日、2月1日～2日の東京エリア需給ひっ迫に伴う融通指示

 当機関は、業務規程第111条に基づき北海道電力・東北電力・中部電力・北陸電力・関西電力・中国
電力および九州電力から東京電力パワーグリッドに対して最大263万kWの融通指示を行った。

 1月22日～26日および2月1日～2日は、需要が増加した状態が１週間以上継続し、さらに複数の火力
発電所の計画外停止が影響して供給力が減少。

◆需給実績（融通指示後）

1月22日
（月）

1月23日
（火）

1月24日
（水）

1月25日
（木）

1月26日
（金）

2月１日
（木）

2月2日
（金）

気
象
実
績

（
東
京
）

最高気温（℃）
最低気温（℃）

５．３℃
－０．５℃

１０．０℃
－０．７℃

７．３℃
－１．８℃

４．０℃ 
－４．０℃

５．１℃
－３．１℃

６．３℃
０．６℃

３．８℃
０．５℃

天候 大雪一時曇 快晴 晴 快晴 晴一時曇 薄曇後雨 雪時々曇

需
給
実
績

発生時刻 18時 10時 19時 19時 19時 18時 １１時

需要（万kW） 5,101 4,641 4,927 5,110 5,124 4,978 5,266

供給力（万kW） 5,368 4,854 5,188 5,302 5,371 5,207 5,564

予備力（万kW） 267 213 261 192 247 229 298

予備率（％） ５．２ ４．６ ５．３ ３．８ ４．８ ４．６ ５．７

日電力量（万kWh） 101,258 97,870 99,323 104,453 104,906 101,949 106,343

ｲﾝﾊﾞﾗﾝｽ※1（万kWh） 79 ▲ 3,202 ▲ 1,454 ▲ 1,846 ▲ 763 ▲ 422 2,214

揚水発電量※2（万kWh） 5,070 3,875 1,622 3,463 2,881 3,748 2,180

融
通
指
示

最大電力（万kW） ー 150 200 100 137 263 250

受電電力量（万kWh） ー
235

（22～24時）
2,919

（0～２４時）
686

（17～２４時）
2,190

（0～２４時）
1,274

（16～２4時）
4,576

（0～２4時）

※1 インバランス値は速報値
※2 揚水発電量は広域機関システムでのオンライン出力による推計値
※  1月23日、1月25日、2月1日の融通指示は、翌日の1月24日、1月26日、2月2日の予備率改善のため
※  東京電力パワーグリッドは1月22日～26日、2月1日～2日に電源Ⅰ´を発動
※ 需給実績については速報値のため今後変更となる可能性がある
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◆需給実績（融通指示後）

 2月22日、当機関は業務規程第111条に基づき北海道電力・東北電力・中部電力・北陸電力および関
西電力から東京電力パワーグリッドに対して最大202万kWの融通指示を行った。

 2月22日については、前日からの気象予報の変動による想定からの需要増等により供給余力が減少
したのではないか。

2月22日
（木）

気
象
実
績

（
東
京
）

最高気温（℃）※１

最低気温（℃）
５．７℃
１．５℃

天候 みぞれ一時雪

需
給
実
績

発生時刻 １８時

需要（万kW） 4,810

供給力（万kW） 5,065

予備力（万kW） 255

予備率（％） ５．３

日電力量（万kWh） 99,182

ｲﾝﾊﾞﾗﾝｽ※２（万kWh） ▲ 1,855

揚水発電量※３（万kWh） 5,408

融
通
指
示

最大電力（万kW） 202

受電電力量（万kWh）
1,030

（16～22時）

※1 0時付近の値、日中の最高気温は3℃程度
※2 インバランス値は速報値
※3 揚水発電量は広域機関システムでのオンライン出力による推計値
※  東京電力パワーグリッドは2月22日に電源Ⅰ´を発動
※ 需給実績については速報値のため今後変更となる可能性がある

６．2月22日の東京エリア需給ひっ迫に伴う融通指示
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